
はじめに

多くのアジア諸国は西欧列強とアメリカから独立を遂

げた後，新しい国家の建設のなかで，慎重に文化を取扱

い，文化政策は国家建設の中核を占めてきた。しかし文

化の位置づけは，時代の変化や政変の影響を大きく受け

る。インドネシアの文化も同様に，国家統一と密接に関

わり，1998年に32年にわたったスハルト政権崩壊後に，

その位置づけは変化している。新体制は地方分権を推進

し，文化政策を行うのは，中央政府から州の下の市・県

レベルに移行した。芸術コンテストの開催も多くは，中

央政府と州から，市・県が立案実行するものへ移行した。

ジョクジャカルタでも文化政策は市・県レベルで行われ，

芸術コンテストは規模が縮小されたり，新たに小規模な

ものが実施されるようになった。そのなかで王宮舞踊を

もとにした舞踊劇スンドラタリのフェスティバルだけは，

政変前後で目的を変えず，最も注目を集める舞踊コンテ

ストであり続けている。音楽研究者のサットン（Sutton

1991）やカルトミ（Kartomi1993）が報告しているよ

うに，インドネシアの地方文化は，文化政策の下で，う

まく地域らしさを前面に出した文化を創出した地域があ

る一方，地域住民の意に反した様式を生み出した地域も

ある。スンドラタリ・フェスティバルは前者の例である。

本稿はまずインドネシアの文化政策における，ジョク

ジャカルタの王宮舞踊の役割に注目する。そのうえでス

ンドラタリ・フェスティバルを通した，踊り手たちの舞
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◆要 旨

本稿では，インドネシアの文化政策におけるジョクジャカルタ王宮舞踊の保護・発展が，スハルト政権崩

壊という大きな政変の前後で方向性を変えることなく，フェスティバルを通して継承されている仕組みを検

証した。独立後，インドネシアでは国家統一のために民族意識を地域主義に置き換える文化政策がとられる。

ここでは地域らしさをもった質の高い文化の創出が求められた。ジョクジャカルタにおいては，歴史的遺物

と王宮舞踊が州を代表する文化に相応しいとされた。これはスハルト大統領が政権を維持するために，権力

の集中と異なるものの統一を象徴する王宮舞踊を，精神的なレベルで必要としたからだと説明ができる。

踊り手たちは品位とマナーを身に付ける，という王宮舞踊の本来の目的を受け継ぐことこそ，王宮舞踊の

継承を可能にするものであり，「ジョクジャカルタらしさ」でもあるとして，舞踊劇スンドラタリ・フェス

ティバルを通して，その継承を目指してきた。ここでスハルト大統領と踊り手たちの望み，つまり本来の目

的に立ち返った王宮舞踊を継承する，という点が一致した。スンドラタリ・フェスティバルでは，顧問チー

ムが作品の傾向をコントロールすることと，若い芸術家たちが作品の制作と議論を重ねることによって，現

代社会に受け入れられる「ジョクジャカルタらしさ」の表現方法を模索している。2008年の作品は，実行

委員会が与えた社会的なテーマを反映して行き過ぎた内容であったため，次年度は古典作品を扱うテーマが

与えられ，王宮舞踊に立ち返った作品が見られた。スンドラタリ・フェスティバルは，ある文化を継承する

ためには，文化の本来の目的に立ち返る重要さを示した事例でもある。
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踊継承への取り組みを整理し，それが政変後も，同様に

引き継がれている状況から，ジョクジャカルタの王宮舞

踊の継承の特徴を明らかにする。

1.インドネシアの文化政策

インドネシアは1945年に独立した多民族国家である。

民族の数は200とも300ともいわれている。政府は多民

族をまとめあげ国家統一を実現するために積極的な文化

政策をとる。それは初代大統領スカルノのときよりも，

第2代大統領スハルトの1970年代，80年代に強力に推

し進められた（山下1998：67）。スハルト大統領（在位

1967-1998年）は，治安と秩序の安定，経済開発を目標

に掲げ，経済政策と文化政策はその根幹をなした。加藤

はスハルト大統領の文化政策の特徴を次のように記して

いる。

「『種族的なるもの』から種族主義，地域主義につなが

るような政治的要素を骨抜きにし，その一方で，種族意

識のはけ口として政治的に比較的コントロールしやすい

芸能や文化を前面に押し出し」，「種族を『地方』で置き

換えることによって，種族意識を『地方』という水で薄

めようとした（加藤1993：32）」

ここで加藤が用いている「種族」という言葉は，「民

族」と同義である。この政策は「民族意識の芸能化」と

でも呼べる。つまり民族主義に向かう民衆のエネルギー

を芸能や文化に向かわせ，民族の枠組みを行政単位であ

る「州」に置き換える意図がスハルト政権の文化政策の

根底にあった。これによってインドネシア各州では，代

表的な州の文化が創出され，その総体を国民文化とする

ことによって，国家の枠組みが固められていった。

創出すべき各州の代表的な文化の性質は，1945年に

制定された憲法第32条に定められている。その説明文

は，次のように記されている。

「民族文化とは，インドネシア全土の民の理念と活動

の成果として生じる文化のことである。インドネシア全

土にわたり，各地方で見られる古い土着の文化の精華も

また，民族文化である。文化の営みは，民族文化を発展

させ豊かにし，インドネシア民族の人間性を高めてくれ

るような，外国の文化からの新しい要素を拒むことなく，

時代や文化の進歩，また統一の促進に向けたものでなけ

ればならない（鏡味2000：83）」

各地方は各州と同義である。ここで各州の文化を「精

華」と表現していることが注目される。「精華」とは鏡

味が，インドネシア語で「頂点」を意味するpuncak-

puncakを訳した言葉である。つまり憲法では，各州の

文化は地域の頂点をなすような質の高い文化である，と

規定されている。多民族国家インドネシアの国是は，

「多様性のなかの統一」にある。これはインドネシアは

多様な民族的・文化的・地域的要素を内包しながら統一

を保っている，という意味であり（加藤1993：31），文

化の多様性は政治色を持たない限り，地域らしさを歓迎

する。この「多様性」の中身のひとつが，州を代表する

質の高い文化となる。これが創出すべき文化の第一の特

徴である。

質の高い文化は，憲法32条に「政府はインドネシア

の国民文化を発展させる」と記されているように，政府

が主導して創りだすものとされた。この法的根拠をもと

に政府は文化政策を展開していく。文化の創出に対する

政府の姿勢を示す言葉として，「保護・育成・発展」が

ある。これは文化関係のスピーチや，役所の資料で頻繁

に使われている。この言葉の通り，政府は文化を固定的

なものとして保護するだけでなく，伝統的な要素に基づ

いた新しい創造も歓迎し（山下1998：70-71），積極的

に育成と発展につとめる。これが創出すべき文化の第二

の特徴である。

こういった文化を創出するために行われた政策が，

1960年ごろから始まる芸術教育機関の設置と，1970年

代から始まる芸術フェスティバルやコンテストの開催で

ある。フェスティバルやコンテストで提示され，競われ

るのは，すでに確立された，あるいは，すでに展示され

たり上演されたりしたものではなく，伝統的な地域文化

に基づいた新しいものであった。とくに国レベルのコン

テストは，地域らしさを前面に出した，各州の代表的な

文化が創り出される場として機能した。州の予選を勝ち

抜いた芸術家やチームは，首都ジャカルタの決勝大会に

進み，全州の作品が一斉に披露される。さながら「精華」

の競演会であった。そこで芸術家たちに期待されたのは，

他州の作品を見て互いに刺激を受けることによって，自

らの地域の伝統や芸術を再確認し，その価値をさらに高

めた新たな文化や芸術を創出することだった。このよう

にインドネシアの文化政策の特徴は，フェスティバルや

コンテストを通して，州ごとに地域らしさを持った質の

高い文化の創出を目指したことにある。

2.「ジョクジャカルタらしさ」を代表
する文化

では地域らしさを代表する，ジョクジャカルタの伝統

に基づいた質の高い文化として，政府は何を取り上げた

のか。まずジョクジャカルタは，政府にとって特別な地
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域であったことに注目しなくてはならない。ジョクジャ

カルタは，ジャワ島中部南側に位置する地方都市であり

ながら，首都のジャカルタ特別市，アチェ特別州となら

んで特別州に指定されている。行政では，「ジョクジャ

カルタ特別州」と呼ばれる。その理由は，日本軍政下

（1942-1945年）から独立闘争（1945-1949年）における，

ジョクジャカルタ王宮のスルタン9世の貢献を認められ

たことにある。スルタンは終身州知事をつとめることに

なっており，現在はスルタン10世が王と州知事を兼任

している。スルタン9世は，独立闘争時の英雄として国

民からの人気が高かった。そのため政府にとってジョク

ジャカルタの文化とスルタンは，国家統一の象徴だった。

スルタンを思わせるジョクジャカルタの文化は，歴史

的遺物と王宮芸術だった。歴史的遺物としては，8世紀

に建てられた仏教のボロブドゥール寺院，9世紀に建て

られたヒンドゥー教のプランバナン寺院を中心とする

2つの寺院群と，独立闘争にまつわるものが取り上げら

れた。仏教寺院とヒンドゥー寺院は，インドネシアの公

認5宗教を代表する建築物であることから，国是「多様

性のなかの統一」の象徴，独立闘争にまつわるものは統

一国家の出発点を象徴する。両寺院とも1991年には世

界文化遺産に登録された，歴史的にも建築学的にも質の

高い文化である。独立闘争を記念するものとしては，広

場やモニュメント，博物館が整備された。これらを見学

することは観光政策でも積極的に後押しされ，ジョクジャ

カルタは政治的には「英雄都市（Dahles2001:58）」，

「政治巡礼の地（Dahles2001:53）」と位置づけられ，観

光都市としても発展した。

一方，王宮芸術は国民的英雄スルタンを象徴するもの

だった。現在のジョクジャカルタ王家は，1755年に新

マタラム王国が内紛と，オランダ植民地政府との抗争に

よって，2つの王国に分裂した時に生まれている。王国

分裂後も各王家は内紛を繰り返し，そのたびに調停に入っ

た植民地政府に巧みに政治権力を剥奪され，「政治権力

が無力化するのにあいともなって王宮文化が内展（土屋

1986：259）」していった。ここでジョクジャカルタ王家

は，分裂したもう一つのスラカルタ王家，さらに両王家

からそれぞれ分裂した王家と，宝物や芸術，建国神話な

ど，スルタンの権威や王国の伝統を象徴する文化を発展

させることを通して，互いに自らが新マタラム王国の正

統な後継者であることを主張する。王宮芸術は植民地時

代という政治状況の中で，スルタンの正統性と権力を象

徴する質の高い文化として，各王家で花開いたものだっ

た。

このように国家統一という点から，「ジョクジャカル

タらしさ」をもった文化は，歴史的遺物と王宮芸術に集

約され，文化政策の対象とされた。「ジョクジャカルタ

らしさ」は，観光パンフレットで「ジャワの心のふるさ

と」と表現され，国内観光がすすめられた。国民はジョ

クジャカルタを訪れ，独立国家の出発点としての歴史的

遺物と，スルタンを象徴する王宮芸術を確認する歴史観

光に出かけることを期待された。そのためジョクジャカ

ルタには，修学旅行生，職場や何かのグループでの観光

客が多い。彼らの観光のモデル・コースでは，昼間にボ

ロブドゥール寺院，プランバナン寺院，王宮を見学し，

王宮から北に延びるマリオボロ通りで買い物を楽しみ，

夜に王宮舞踊を鑑賞する。

以上のように政府は国家統一に資する文化を，「ジョ

クジャカルタらしさ」を代表する文化として選び出し，

「訪れるべき土地」（Dahles2001）と位置づけ，文化政

策と観光政策の両面から保護していったのである。

3.ジョクジャカルタ王宮舞踊

3.1 ジャワの権力観とスハルト大統領

インドネシアの民族音楽を研究するカルトミは，マル

ク州の事例から，スハルト大統領が王宮芸術を保護・

育成・発展させる理由のひとつとして，国家の誇りと

なる文化の促進と，それを国賓の歓迎会や選挙活動など

の政治的パフォーマンスに利用することをあげている

（Kartomi1993:188-189）。これはマルク州に限らず，質

の高い文化の創出を標榜する政府にとって，インドネシ

ア全州で行われていただろう。

しかしスハルト大統領にとって，ジョクジャカルタの

王宮舞踊には，他州の芸術とは異なる目には見えない意

義があったと考えられる。それはジョクジャカルタの王

宮舞踊の持つ次の2つの性質から推測できる。1つめに

王宮舞踊が権力の集中の象徴であったこと，2つめに王

宮舞踊が様々な次元における統一を象徴するものであっ

たことである。スハルト大統領は，強力な中央集権体制

を築き，独立前のスルタンと同様に一国の頂点に立った。

スハルト大統領もまた，権力の集中と国家統一を象徴す

るような後ろ盾を，精神的なレベルで必要とし，それを

王宮舞踊に求めたのではないだろうか。

王宮舞踊の第一の特徴である権力の集中については，

ジャワの伝統的な権力観を研究したB.アンダーソンの

研究が参考になる。彼はジャワの権力を光にたとえて次

のように分析する。ジャワの権力は眼に見える具体的な

ものとして支配者に集中して，明るく照らし出された中

心に近いほど権力は強固なものであり，周縁にいくほど

弱まる（Anderson1990）。これは王宮舞踊にもあては

まる。王宮舞踊は神聖さの度合いが高いほど，王宮の中

央で踊られていた。たとえば王宮舞踊のなかでも最も神

聖なものは，王宮の最も中央の建物バンサル・クンチョ

ノBangsalKencanaで踊られる。そこは最上級の宝物

「ジョクジャカルタらしさ」を模索する文化政策（岡部）
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とスルタンが上がる場所であり，王妃ですら上がれない。

稽古場は，踊り手の能力に応じて3つに分かれ，最も能

力の高い踊り手は王宮の中央で稽古を行い，能力が下が

るほど中央から遠ざかった場で稽古を行った。

王宮舞踊はスルタンを頂点とする，身分関係を強固な

ものにする機能も持ち，また貴族の必須の教養ともされ

た。王宮舞踊が，王宮内の身分制度を維持するための複

雑なマナーを学ぶ装置でもあったからである。

さらに王宮舞踊は，権力の正統性の象徴でもあった。

2章に記したように，ジョクジャカルタの王家は新マタ

ラム王国が分裂してできており，各王家は王宮芸術の内

展を通して，自らの王家の正統性を主張してきた。ジョ

クジャカルタの王家では，とくに舞踊劇ワヤン・ウォン

WayangWongを発展させ，インド起源のマハーバー

ラタ物語を上演してきた。ワヤン・ウォンは，ヒンドゥー

教を信奉した古マタラム王国（8-9世紀）の時代には存

在していた。王国の興亡と東漸とともにワヤン・ウォン

も受け継がれたが，12-15世紀に栄えたマジャパヒト王

国崩壊後は，東ジャワ起源の物語とイスラムの教えを融

合させた仮面舞踊劇が流行し，インド起源の物語を扱う

ワヤン・ウォンは衰退していた。ここにジョクジャカル

タの初代スルタンは注目して，ワヤン・ウォンを復興さ

せることこそ，古マタラム王国から続く正統な王朝の証

であると考え，ワヤン・ウォンを国家儀礼として上演し

続けた（R.M.Soedarsono1984）。ここからジャワの

権力観と，スハルト大統領がすすめた中央集権体制は，

権力の集中という点で同様の構造をもっていたこと，さ

らにスハルト大統領にとって，王朝の正統性の象徴とし

ての王宮舞踊を，自らの政権の正当性の裏付けとして投

影させることは，権力の集中の精神的なレベルの支えと

して機能しえたことが分かる。

次に王宮舞踊の第二の特徴である，統一の象徴の面を

見るには，まず王宮舞踊の根底にあるジャワ人社会の

思想に触れておく必要がある。ジャワ人の社会とはジャ

ワ語を代々使用している人たちの社会をさし，地理的

には新マタラム王国の中心地として栄えたスラカルタ

Surakarta，ジョクジャカルタをはじめ，バニュマス

Banyumas，ケドゥKedu，マディウンMadiun，マラ

ンMalang，クディリKediriのジャワ島中部を含む。東

端ジャワ，スンダ文化圏の西ジャワ，プシシルPesisir

と呼ばれるジャワ島北海岸地域は含まれない（M.Z.Haq

2008:2-3）。

この地域の思想は，「マヌンガリン・カウラ‐グスティ

ManunggalingKawula-Gusti」というジャワ語の言葉

に集約される。マヌンガリンは「統一」，カウラは「人

間」，グスティは「神」であり，マヌンガリン・カウラ・

グスティは「神と人間の統一」を意味する。ジャワ人は，

世界は大宇宙と小宇宙から成り，大宇宙には自然界の目

に見えない権力，威力が存在し，その中心に神がいると

考える。神はすべてのものの創造主でもある。一方，小

宇宙は人間の現実世界である。人間も神の創造物の一つ

にすぎない。人間が幸福な人生を送る上で最も大切なの

は，大宇宙（神）と小宇宙（人間）の統一にある。その

ために人間は，神と人間という上下関係を強化すること

が重要となる（M.Z.Haq2008:14）。これが「マヌンガ

リン・カウラ・グスティ」の考えである。

「マヌンガリン・カウラ・グスティ」の思想を体現す

る舞踊が，最も神聖視されているブドヨBedhayaと呼

ばれる群舞である。ブドヨは女性9人で踊られ，幾重に

も象徴的意味を持つ。ブドヨのなかでもブドヨ・スマン

は，建国神話を描いた重要なもので，上演までにいくつ

もの儀礼を行う。ブドヨの基本となる踊り手のフォーメー

ションでは，真ん中一列に5人の踊り手が並んで，ラジュ

ランrajuranという配置を構成し，その両脇に4人が

並ぶ。この4人はスリンピsrimpiと呼ばれる群舞の形

態を構成しており，ブドヨは別名，ラジュラン・スリン

ピLajuranSrimpiと呼ばれる。ラジュランは一本線を

意味するラジュールrajurからきた言葉で，人間はすで

に神に定められた真っすぐな一本の道を歩んでいること，

生は永遠に繰り返されることを象徴する1）。スリンピは

火，水，空気，土，つまり小宇宙の象徴であることから，

ブドヨは，人間が神の創造した小宇宙の中で，すでに定

められた生を繰り返している様を描いたものであること

が分かる。ラジュランとスリンピが合わさって，ブドヨ

が構成されることは，神と人間との統一，「マヌンガリ

ン・カウラ・グスティ」を象徴する。

一方，踊り手のB.スハルトは，「マヌンガリン・カウ

ラ・グスティ」とジョクジャカルタ王宮舞踊の関係を，

舞踊を意味するジャワ語の言葉から説明している（B.

Suharto1998）。舞踊を意味するジャワ語には，古いジャ

ワ語カウィの「イグルigel」，「トヨtaya」，現代ジャワ

語の「ジョゲッドjoged」と「ブクソbeksa」がある。

「トヨ」は舞踊のほかに「最高」「絶頂」も意味し，同時

にシバ神や仏陀，空の状態のこともさす。つまり最高神

のシバと仏陀は，空の状態と同義となる。名詞の「トヨ」

を動詞の「マトヨmataya」とすると，「踊る」という

意味になる。つまり「マトヨ」という言葉には，踊るこ

とによって「神と一体になる」ことを意味が込められて

いる。ここからB.スハルトは，「マトヨ」という言葉は，

「マヌンガリン・カウラ・グスティ」を象徴したものと

考えている。

B.スハルトはまた，異なるものが統一される状態と王

宮舞踊の関係を，ジャワ砂糖に例えている（B.Suharto

1998:53-61）。ヤシの果汁から作られるジャワ砂糖は，

ヤシの殻を使って固められ，半円形をしている。半円形

のジャワ砂糖はすでに砂糖として出来上がっているが，
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2つの半円形は，合わさって初めて円形，つまり完全な

形となる。スリンピもジャワ砂糖のように，2つが合わ

さって完全なものとなる。合わさる前も，それぞれ完璧

な存在であるが，合わさって均衡を保つことによってよ

り完璧となる。スリンピは宇宙のバランスを象徴してお

り，善と悪，明と暗，空と大地というように対立するも

ののバランスを表現している。つまりスリンピを舞う4

人の踊り手は，それぞれ完璧に踊るが，彼女らが合わさ

ると，均衡のとれた統一された状態がつくられる。他に

も王宮舞踊はさまざまな側面から，統一を象徴するもの

であると説明され，上に記したことは王宮舞踊と統一の

関係を示す例の，ほんの一部でしかない。

このようにジョクジャカルタ王宮舞踊は，さまざまな

次元において異なるものの統一を視覚化したものであり，

それは実際に踊る上で重視される精神状態である。この

ようなジャワ社会の思想を体現した舞踊によって，スル

タンの権力は示される。この王宮舞踊の持つ統一の象徴

としての特徴は，多民族の統一，異なる信仰の統一につ

ながる目に見えない力として，スハルト大統領を支える

ことができた。以上のように王宮舞踊は，権力の集中と，

様々なものの統一を象徴する。このことからスハルト大

統領は，自身とスルタンの権威をだぶらせるためにも，

文化政策で王宮舞踊を保護・育成・発展させたのではな

いかと説明が出来る。

3.2「ジョクジャカルタらしさ」をもった踊り手

ではスハルト大統領の，精神的な後ろ盾になりえた王

宮舞踊の踊り手は，踊り手自身のどういった性質から

「ジョクジャカルタらしさ」を体現しているのか。それ

を知る手がかりは，踊り手がもつ独特の振る舞いにある。

その理由は，踊り手の内面の成熟なくして，舞踊は成立

しないからだ。そのためにまず王宮舞踊の精神修養の面

からみていく。

踊り手らは，よく「厳しい稽古を通して踊り手に品位，

マナーが備わる」，あるいは「品位やマナーを身に付け

るには王宮舞踊の稽古が必要」と述べる。実際，優秀な

踊り手ほど，品位が備わっている。踊り手の一人デワティ

Dewati（1940年生まれ）に行ったインタビューによる

と，「スルタン8世の頃の踊り手は，常に姿勢が美しく，

踊っていなくても踊っているかのように優美な振る舞い

であった」という2）。スルタン8世は，1921年から1939

年まで王をつとめ，この時代は最も王宮舞踊が発展した

と言われている。踊り手の優美で貴族的な振る舞いは，

「ジョクジャカルタらしさ」として一般に認識されてい

る。つまり「ジョクジャカルタらしさ」は，貴族の凛と

した美しさと一致する。2章に記したように，これは

「ジャワの心のふるさと」イメージでもあり，観光パン

フレットでは，必ず王宮舞踊の踊り手の写真が使われる。

では「ジョクジャカルタらしさ」を持った振る舞いは，

舞踊の中でどのように表現されているのか。それは振り

とイラマiramaの統一に集約される。イラマはリズム

を意味する。優れた踊り手は，きつい身体運動を伴う王

宮舞踊を，美しく軽やかに舞う。すべての身体運動は音

楽のイラマと統一され，美しい均衡を取る。この身体運

動とイラマが統一した状態は，すべての粗野な性質を遠

ざけ，美しく調和された状態を生み出す。ワヤン・ウォ

ンの身の毛もよだつような，おぞましい場面でさえ，イ

ラマと一体となって，美しい場面へと昇華される（G.B.

P.H Suryobrongto,YayasanSiswaAmongBeksa

2012:61）。ここにジャワ貴族の美意識がある。

イラマという言葉は音楽用語としてだけでなく，日々

の生活のリズム，礼儀作法，身のこなし方，という意味

でも用いられる（G.B.P.HSuryobrongto,Yayasan

SiswaAmongBeksa2012:61）。たとえばジョクジャカ

ルタの王宮で取るべき独特な身のこなし方であるウンガ・

ウングUngah-Unguhの例がある。ウンガ・ウングは

舞踊の中に織り込まれている。スンバsembah，ランパ・

ポチョンlampahpocong，シロsilaなどがそれである。

スンバは両手を胸から顔の前で合わせて相手に敬意を表

することであり，ランパ・ポチョンはしゃがんだ体勢で

前進すること，シロは胡坐をかくことである。スルタン

に呼ばれたら，ランパ・ポチョンで進みシロをする。い

ずれの動作も美しく行うには稽古が必要となる。王宮舞

踊の稽古では，シロの姿勢だけでも厳しく指導される。

ウンガ・ウングの目的は，品よく身をこなすことだけ

ではない。ウンガ・ウングでは自分と相手との関係，自

分とその場の中に，正しく自分を位置づけることが重要

であり，そのうえで自分の取る適切な行動を定めること

が求められる3）。王宮内はスルタンを頂点とする身分の

上下が細かく規定され，称号から身分が分かるようになっ

ている。身に付けてよい衣服の種類と柄，柄の大きさ，

装飾品なども，身分によって定まっている。こういった

階級社会を強固にするための装置のひとつに，複雑な敬

語体系をもつジャワ語がある。理想的なジャワ人は，ジャ

ワ語のレベルを状況によって適切に使い分け，さらにそ

れに見合った行為のできる人物である。これらを総合的

に学べるものがワヤン・ウォンであり，その台本の編纂

は，踊り手たちが台本を通して，ウンガ・ウングや正し

いジャワ語を学び，周囲の人も彼らから学べるようにす

るためであった。

たとえばワヤン・ウォンの次のような動作で，身のこ

なし方や礼儀が学ばれる。踊り手たちは言葉を発すると

き，親指を立て，他の指はすべて折り曲げた状態の手を

胸の前に出す。これはジャワ人にとって，何かものを指

し示す時に最も礼儀正しい方法である。また身分の高い

人物に対し，それより低い身分の人物は必ず低い位置で，
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目を伏し目がちにして斜めに構えて座ることで，上下関

係を明らかにする。女性役 4）も目は伏し目がちにして，

高貴な女性としての慎み深さを表現する。歩幅も小さく，

脚を大きく開くことはない。男性役はひざ丈の短いズボ

ンを着用し，上半身には何も身に付けない。これは貴族

と召使以外の人が，王宮に入るとき，上半身裸で履物も

身に付けてはいけなかったことを反映している。男性の

上半身裸というのは，最も礼儀正しく敬意を示す姿とさ

れている。

女性舞踊も王宮の中枢にいる女性として相応しいマナー

についての示唆に溢れている。女性の腰巻は必ずくるぶ

しを隠し，きつめに巻かれている。くるぶしを見せるこ

とは，はしたないと考えられているからである。きつく

巻かれた腰巻では，大きな歩幅で歩いたり，足を高く上

げることもできず，自然と品のある身のこなしをとる。

衣装の一つである長いスカーフは腰に巻き，床に付く程

度の長さに調整する。この長さだと踊り手は，腕を大き

く広げなくてもスカーフを手に取って踊ることができる。

これは何かものを手にするとき，腕を大きく広げるのは

はしたない行為であることを示している。

ブドヨの踊り手たちは，二人のドドックDhadhakと

呼ばれる女性に先導されて舞台に向かう。踊り手たちは

舞台に向かって一歩を踏み出した時から，伏し目がちの

目でゆっくりと，毅然と舞台に向かう。ドドックは伴奏

音楽と舞台までの距離を計算して，踊り手たちの歩みの

速度と歩幅を調整する。これは踊り手たちが歩みの早さ

を気にすることなく，威厳を保ったまま舞台に進むこと

を助ける。踊り手たちの後ろにも二人のドドックが従い，

合計4人のドドックは，舞踊の上演中，踊り手の腰巻が

めくれるなど，乱れた衣装を直すために舞台で待機して

いる。品のある目線の習得も，理想的なジャワ人女性の

要素として欠かせない。女性舞踊における目線は，上品

で柔らかく，常に喜びを湛えてないといけない。こういっ

た目線の出来ない女性は，あらゆる行為が粗野で大げさ

とみなされる。

以上のような踊り手の振る舞いが，「ジョクジャカル

タらしさ」である。この王宮舞踊を含めた王宮芸術の性

質を表す言葉として「ハルスhalus」がある。ハルスと

は，「上品な」という意味で，民衆の文化や生活スタイ

ルを表す「カサールkasar（粗野な）」の対極におかれ

る。

ハルスな王宮舞踊は，その象徴性，踊り手の振る舞い

を内包して代表的な，「ジョクジャカルタらしさ」とさ

れ，文化政策の対象とされた。ところが独立前の王宮舞

踊をそのまま，現代のインドネシアで提示することはで

きない。王宮舞踊は抽象的な表現が多く，上演時間も長

いからだ。王宮舞踊を「ジャワの心のふるさと」として，

庶民が共有するには，分かり易く親しみやすい舞踊に創

りかえる必要があった。しかしハルスな王宮舞踊に，カ

サールな面を持ち込んでは王宮舞踊の持つ意義が失われ

る。そのため文化政策では，ハルスな性質を保った王宮

舞踊を普及する，さまざまな試みを行った。この試みが，

1に記した伝統に基づいた創造的な文化の創出であった。

4.ジョクジャカルタ王宮舞踊に対す
る文化政策

では王宮舞踊に対する文化政策は，具体的にどのよう

なものがあり，「ジョクジャカルタらしさ」が継承され，

呈示されてきたのか。まず文化政策は2つの柱，芸術教

育機関の設置とコンテストの開催によって行われてきた。

芸術教育機関は，1960年頃から，いくつかの地域に設

置され，ジョクジャカルタには1961年に高校レベルの

舞踊学校（KONRI），1963年にはその上のレベルの舞

踊アカデミー（ASTI）が新設される。

芸術教育機関の特徴は次の3つにまとめられる。1つ

めに，すべての庶民に門戸を開いた。独立前まで王宮舞

踊は王宮内でのみ舞われ，庶民にとっては畏怖する存在

だった。独立後も，王宮舞踊は貴族らによって担われ，

庶民には近寄りがたい存在だった。その点で，芸術教育

機関は国立であり，誰でも気兼ねなく学べる制度を整え

たことに意義があった。2つめに，効率的に教えるため

の基本舞踊を創作したことにある。これは授業時間内で

決められた内容を教えなければならず，効率が求められ

たからである。生徒はまず基本舞踊で王宮舞踊を構成す

る基本的な振りを学ぶため，その後の学習が容易になっ

た。3つめに，何でも踊れるマルチな踊り手を養成した

ことにある。これは芸術教育機関の初期の目的が，舞踊

教員の養成にあったことと，国家行事や海外へ芸術使節

団を派遣する場合，一人の踊り手が，いくつかの舞踊を

こなせると都合が良かったからである。この3つの特徴

は互いに関連しあい多くの踊り手を育てた。

一方，舞踊コンテストは，主に小・中・高別に開催さ

れる一般向けのものと，一定の技術をもった踊り手を対

象として開催されるものに大別できる。一般向けの舞踊

コンテストの成果は2つにまとめられる。1つめは国民

に自文化に気付かせ，愛情を涵養したこと，2つめは課

題舞踊を創り普及させたことである。舞踊コンテスト

LombaSeniTarise-DIYは1972年ごろから ，芸術局

州支部と州の文化局によって行われた。開催目的は国民

にできるだけ小さな子供の頃から，自文化に気づかせ，

親しませることにあった。政府主催ということは，コン

テストを通して，国民にどういった文化を守るべきなの

かを知らせることにもなる。その点でコンテストは，参

加する子だけでなく，その親にも自文化に気付かせる良
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い方法となった5）。舞踊コンテストでは，技術の高さは

求めなかった。王宮舞踊を広く浅く，国民に気付かせる

ためには，技術が未熟でも，多くの参加者があるほうが

良かったからである。

コンテスト用の課題舞踊として，1972年に新しい舞

踊が創作された。新しい舞踊が必要であったのは，独立

前の王宮舞踊は，いずれも長く抽象的な表現が多く，子

供には難しかったからである。そのため課題舞踊は子供

が親しめるように，短時間で躍動的なものが創られた。

そういった性質をもった課題舞踊は，1970年代以降の

政府行事で，ジョクジャカルタを代表する舞踊として頻

繁に上演されるようになる。特に独立記念日の夜に大統

領宮殿で開かれた記念パーティーでは，たいてい課題舞

踊が披露された。この点で課題舞踊の創作は，舞踊コン

テストの枠にとどまらず，大きな成果を上げたと言える。

一定の技術をもった踊り手を対象として開催されたの

は，王宮舞踊を基にした創作舞踊のコンテストだった。

パラダ・タリParadaTariや，スンドラタリ・フェス

ティバルFestivalSendratariなどが，それだった。こ

れについては次章で述べることにして，ここで上記の文

化政策の成果と問題についてまとめたい。

文化政策は王宮舞踊の普及という点で成果を上げた。

芸術教育機関と舞踊コンテストは，すべての国民が王宮

舞踊を学べる制度を整えた。そこで学んだ踊り手らは，

国家行事，結婚式や会社のオープニング・セレモニーな

どの民間行事で頻繁に踊るようになった。1980年代初

めからは，観光芸術の舞台も加わり，彼らはほぼ毎日，

どこかで忙しく踊るようになった。彼らの活躍に比例し

て，王宮舞踊を目にする庶民も増えた。これによって王

宮舞踊のハルスなイメージ，「ジョクジャカルタらしさ」

が庶民のレベルにまで，広まったと言ってよいだろう。

しかし一方で，踊り手らの多忙な舞踊活動は，踊ること

自体を目的とせざるを得ない状況を招いた。これにより

舞踊を学ぶ大きな目的であった，品位やマナーを身に付

ける面が，なおざりにされがちとなった。年配の踊り手

と語り合う時間も無くなり，年配者から伝えられるべき

踊ることに対する心構えや，王宮舞踊に込められた教え

の継承が滞り，若い踊りたちの内面を磨く機会が減少し

た。観光芸術の舞台や，創作舞踊など，華やかな舞台で

踊る機会が増え，基本的な王宮舞踊の技術を習得，維持，

向上させるための稽古がおろそかにされる傾向も出てき

た。

このように文化政策は王宮舞踊の普及という点では成

果を上げたが，踊り手の内面を磨く点，品位やマナーを

身に付ける点では，十分な成果を上げられなかったと言

える。この状況により，将来的に王宮舞踊のハルスなイ

メージ，「ジョクジャカルタらしさ」は，内面の伴わな

いものになる可能性も考えられるだろう。

5.スンドラタリ・フェスティバル

4章の最後に記した文化政策のマイナス面は，踊り手

たち，とくに年配者が心配する点でもあった。踊り手た

ちは，この問題の解決策のひとつを，次第に一定の技術

を持った踊り手向けのコンテストに求めるようになる。

そういったコンテストのなかで，最も長く続いているも

のがスンドラタリ・フェスティバルである。スンドラタ

リは舞踊劇のことで，「スニ・ドラマ・タリ（芸術Seni

劇Drama舞踊Tari）」を短縮したものである。もとも

と1961年に主に外国人観光客に提供するエンターテイ

メントとして創られ，プランバナン寺院前で上演が開始

された。内容は観光客が楽しめるように，ワヤン・ウォ

ンをシンプルにしたものだった。初演後，スンドラタリ

はインドネシア各地に広まり，地域の特色を持ったスン

ドラタリが生まれ続けている。

ここでスンドラタリ・フェスティバルの歴史と，文化

政策における位置づけを記す。スンドラタリ・フェスティ

バルは，1965年ごろからジョクジャカルタの各県で

開かれていた舞踊教室クルスス・カダル・スニ・タリ

KursusKaderSeniTari（次代の踊り手を育てる教室

の意）の成果発表会として，1970年に始まった（Supadma

2003:46）。この舞踊教室で教えられたのは，基本的なジョ

クジャカルタ王宮舞踊であり，教室とフェスティバルの

開催目的は，王宮舞踊の地域的広がりと，質の維持・向

上にあった。以後，毎年11月ごろに州政府主催で行わ

れている。

スンドラタリ・フェスティバルは，王宮舞踊を愛好す

る地方議会議員らから注目を集める。1960-1977年のジョ

クジャカルタで，スンドラタリ・フェスティバルに対

してとられた文化政策について，議員であったナヨノ

Nayonoは次のように記している。（KiNayono1996:

ⅶ）。

A，ジョクジャカルタ様式の舞踊は保護されるだけでな

く，新しいアイディアのもとで育成される必要があ

る。

B，スンドラタリの作品はプランバナン寺院のスンドラ

タリ・ラーマーヤナであるという庶民の狭い視野を

変える必要がある。

C，スンドラタリはジョクジャカルタ全域で掘り起こさ

れる説話，伝説を用いて創作される必要がある。

D，創造性は舞踊，伴奏音楽，衣装，化粧によって担わ

れる。

E，ジョクジャカルタの芸術家たちは各地域で舞踊の教

授をすることを求められている。
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つまり政府はスンドラタリを，王宮舞踊を基礎にした

創造的なジャンルとして位置づけ，政府の介入によって，

土着の説話，伝説を取り入れるなど，ジョクジャカルタ

独自の舞踊劇として発展させられるものと捉えていた。

そもそもスンドラタリに明確な様式の規定はない。特

定の地域の舞踊劇でもない。一般的な認識では，地域の

伝統的な舞踊をもとにし，電子楽器を用いず伝統的な音

楽を用いた舞踊劇とされ，極めて間口の広いものである。

よって各地域では各々の土地の舞踊を基礎にしたものを

創ることができ，題材も自由に選ぶことができる。その

ためスンドラタリは，インドネシア各地固有の芸術の発

展を促す可能性をもったジャンルといえる。スマルヨノ

はこれを，「ユニバーサルな性格」と表現する6）。

ナヨノらは，このスンドラタリの性格に，王宮舞踊の

ハルスなイメージ，「ジョクジャカルタらしさ」の継承

の可能性を見出したのではないだろうか。もっともナヨ

ノが記した文化政策の内容は，1960年から1977年のも

のである。4章の最後に記した文化政策のマイナス面は，

観光政策が強力に始まった1980年代から徐々に表面化

したもので，ナヨノがどこまで文化・観光政策による王

宮舞踊の継承に疑問を抱いていたかは分からない。しか

し1960年から1977年は，文化政策が強力に始まって間

もない頃であり，王宮舞踊がどこまで保護されるのか，

どういった方向で発展するのか定かではなかった。また

独立前の踊り手たちは，まだ活躍していたが，社会の変

化に伴って，彼らが王宮で受け継いできた上演スタイル

や，稽古方法を保ちながら，王宮舞踊を受け継いでいく

ことも困難さが増していた。こういった状況のなかで，

1980年代から表面化してくる問題を予見することは難

しくなかった。そのためナヨノらは，スンドラタリを王

宮舞踊の継承を，意識的に操作できるジャンルと捉えた，

と考えることができる。フェスティバルというかたちで，

上演グループ同士を競わせれば，新たなアイディアも生

まれてきやすい。

ところが「ユニバーサルな性格」は，一定の指標が無

い，という創作上の大きな困難も与える。フェスティバ

ルでは，ハルスさをもった作品の創作を求めてきた。し

かし「ジョクジャカルタらしさ」を象徴する王宮舞踊を，

ハルスさを保ちながら，庶民に受け入れられる舞踊劇に

するのは容易ではなかった。そのためフェスティバルは

「ジョクジャカルタらしさ」の表現方法を模索する歴史

でもあった。

この表現方法について1982年に開かれたスンドラタ

リ・フェスティバルの会議で，次の2つの議論がかわさ

れた。ひとつめは創造性に関するもので，フェスティバ

ル実行委員会は，創造性については議論を深めていくこ

とが重要とした上で，次のように述べている。

「創造性は王宮舞踊の真の伝統の価値，基準，決まり

ごとについての深い知識に基づいていないといけない。

それは伝統と創造の価値を見分けるために必要なことで

ある（Supadma2003:63-64）。」

つまりスンドラタリに創造性を持ち込むには，王宮舞

踊の技術と知識を，きちんと押さえておくことが重要で

あり，また王宮舞踊とそれをもとに創られた作品は，見

分けられる必要がある，というものであり，肝心の「王

宮舞踊の真の伝統の価値」については，具体性な内容を

示していない。

もうひとつの議論は，創造性に関連して出された「ガ

ヤ Gaya」と「ラサRasa」という概念である。インド

ネシア語でガヤは「様式」，ラサは「味，感じ」を意味

する。また語幹のガヤに接頭辞berをつけて自動詞にす

ると，「ポーズをとるbergaya」という意味になる。一

方，ラサには多くの意味があるが ，語幹のラサに接頭

辞 meをつけて他動詞にすると，「感じるmerasa」とい

う意味になる。つまり，「ガヤ」は見た目，外側，「ラサ」

は内面，また内側で感じるものを意味する。議論された

のは作品創りにおいて，この「ガヤ」と「ラサ」を意識

するように，というものだった。

スマルヨノによれば，「ガヤ」は舞踊の技術，振り，

性質，衣装など視覚的なものであり，一方，「ラサ」は

王宮舞踊の基本的な価値をもった直感的なものであると

いう。さらに「ラサ」は伝統的な価値観で理解できるも

のでありながら，新しい価値観のもとでも広く解釈でき

る（Sumaryono1997）。この「ラサ」という概念に若

い芸術家たちは戸惑った。「ラサ」は感覚を重視する抽

象的で曖昧な言葉であるため，一方で若者に作品創造に

対する大きな自由を与え，他方で一定の指標がないとい

う不安と困惑を与えた。神聖な王宮舞踊に，若者なりの

解釈を持ち込むことは，勇気のいる行為であったと容易

に想像できる。だからこそ若い芸術家たちは，創造性に

対するもっと具体的な方向を示して欲しいと求めた。し

かし，この曖昧さこそが重要であった。踊り手であり，

州の教育文化局長も努めたパンガルソブロトは，次のよ

うに述べている（Supadma2003:63-64）。

「ラサという抽象的な制限こそが踊り手，とくにスン

ドラタリの演出家にとって創造性に対する意識をコント

ロールする。それによって作品は王宮舞踊を源泉とした

ものとなる。」

つまり「ラサ」という曖昧な言葉で一定の基準を設け

ることによって，王宮舞踊の「ジョクジャカルタらしさ」

は保持できる，と理解できる。ともかく，この議論以後，

「ラサ」を追求することが作品創りの大前提となった。
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フェスティバルの目的は，王宮舞踊そのものの普及，つ

まり「ガヤ」の保護から，1984年からは「ラサ」の追

求に焦点を合わせるようになった，といえる。

6.2008年のスンドラタリ・フェス
ティバル

では実際のフェスティバルでは，どのように「ジョク

ジャカルタらしさ」が模索されているのか。それは創作

過程における試行錯誤と，作品についての議論を通して

行われている。ここで私が参与観察とインタビューを行っ

た2008年のフェスティバルを追うことによって，その

様子を明らかにしたい。

フェスティバルは，ジョクジャカルタの5つの第二級

自治体が，それぞれ代表チームを送り込んで作品を競い

合う。「フェスティバル」と名付けられているが，内容

は順位が付けられるコンテスト形式である。第二級自治

体は，同じ行政レベルにある市 kotaと県 kabupaten

から成る。以後，日本の行政用語との混乱を避けるため，

すべて「市」と記述する。フェスティバルは3つのレベ

ルの組織で構成される。州レベルの実行委員会，5つの

市レベルの文化局と，各市代表チーム（踊り手，演奏家，

裏方）である。州の実行委員会はタマン・ブダヤの職員

と，舞踊を中心とした芸術の専門家委員会からなる。タ

マン・ブダヤは，州での決定事項を実行に移す州文化局

の下部組織である。

作品の創作は次のように行われる。例としてジョクジャ

カルタ市の作品創作の過程を取り上げる。その理由は，

ジョクジャカルタ市には優秀な踊り手や演奏家が揃って

いる7）。舞踊や音楽の技術面だけで評価すれば，彼らが

他市に勝っているのは明らかである。逆に彼らが優勝で

きなければ，フェスティバルの目指す「ジョクジャカル

タらしさ」の側面が見えてくるからだ。2008年のフェ

スティバルは11月14，15日にクロンプロゴ市で開かれ

た。フェスティバルは2008年で36回めであり，年間の

おおよその予定は不文律で決まっている。

創作過程

① 前年11月：来年度の作品について考えを巡らし始め

る

前年度のフェスティバルが終わるとすぐに，市の文化

局芸術課の職員が，代表チームの主だった人物に，来年

の演出家，振付家，音楽，衣装担当の候補者をたずねる。

このときまでに代表チーム側もあらかたの顔ぶれを決め

ている。彼らは，来年度のテーマが発表されるまでの約

半年間，作品の構想について考えを巡らす。

② 6月：顧問チームの編成と開催要項の通達

フェスティバル開催の具体的な活動が始まる。まず専

門家チームの顔ぶれを決める。専門家チームは，顧問チー

ム，審査員チーム，モニトリング・チームからなる。そ

れぞれの役割は，顧問チームは舞踊と音楽の専門の立場

から，フェスティバルのテーマや開催要項をまとめ，審

査員チームは上演作品を審査し，モニトリング・チーム

は本番前に各代表チームの練習を視察し，作品に対して，

アドバイスを与えることにある。

第一回目の会議を開き，顧問チームがテーマと開催要

項を決定する。2008年度のテーマは社会文化 Sosio

Kulturalであった。このテーマの選定理由は，若い世

代に地域文化（ここでは各市）の再認識を促し，フェス

ティバルを文化継承のプロセスにすることにあった8）。

これらの決定事項は，政府（州，市）と芸術家たちを集

めたワーク・ショップで伝えられる。

③ 7,8月：作品の構想を練る

代表チームの主要人物は，題材選びとその他のメンバー

の選定作業に入る。メンバーは踊り手17人，演奏家15

人，裏方10人であった。すべて国立芸術大学とジョク

ジャカルタ国立大学で舞踊や音楽を学ぶ学生と卒業生で

あった 。

④ 9月：練習開始

9月から練習に入った。まず主要人物会議が5回開か

れ，踏み込んだ作品のイメージ，用いる振り，音楽，メ

イク・衣装などの構想が練られる。その後，踊り手と演

奏家との練習に入る。練習は毎週月，木，金曜日の12

時から20時だった。このうち 12時から16時は演奏の

練習，16時から20時が踊り手も交えた合同練習に充て

られた。

⑤ 10月：事務連絡会

市文化局と芸術家に開催要項の再確認と，当日のスムー

ズな運営のための事務連絡をする。

⑥ 11月初旬 本番2週間～数日前：モニトリング

11月2日に，モニトリングが行われた。モニトリン

グはフェスティバルの正式な行事であり，州のモニトリ

ング・チームが試演された作品に対してコメントを述べ

る。各市で独自に専門家を招いて意見を求めても良い。

この日は5人の専門家を招いた。彼らからのコメントを

もとに，代表チームは本番まで，さらに練習を重ねる。

ジョクジャカルタ市のモニトリングは，グラディ・ブ

ルシッ GeladiBersihを兼ねて行われた。グラディ・ブ

ルシッは，衣装を着けての最終リハーサルのことで，イ

ベントの前にその成功を祈って特別な食事が用意され，
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祈りが捧げられることが多い。この日は，祈りと共食の

後に，試演が行われている。

⑦ 11月14,15日：フェスティバル当日

初日に上演したバントゥール市は，2006年にバントゥー

ル市を中心に被害の広がった地震にまつわるもの，クロ

ンプロゴ市は地域の歴史にまつわるもの，グヌンキドゥ

ル市は毎年問題になっている水不足にまつわる題材を扱っ

た。2日目はスレマン市と，ジョクジャカルタ市が上演

した。スレマン市は，地元のムラピ山とそれを畏怖する

住民の様子を描いた。

審査の結果，ジョクジャカルタ市は3位だった。順位

とは別に，演出家賞，主演男優賞など，10の賞も設け

られている。代表チームと各賞受賞者には，トロフィー

と賞金が授与される。賞金は総合1位には500万ルピア，

2位に450万ルピア，3位に400万ルピア，4位・5位に

300万ルピア，各賞には50万ルピアであった。

上記の創作過程における，代表チームと文化局の関わ

り具合は次のようであった。両者は頻繁に顔を合わせて

いる。代表チームの事務ハルドによると，その回数は数

え切れないほどであり，文化局は常に練習の様子をたず

ね，その準備状況を把握しようとする。これは代表チー

ムによい刺激となり，やる気がでてくるという。7,8月

頃，作品の構想を練る段階で代表チームは，2つに絞っ

た題材のうち，どちらを選べばよいか，またメンバーの

顔ぶれについても文化局側に相談している。文化局側は

「この題材，顔ぶれだと，こういう面で良い」と述べる

にとどまっていた。作品の制作費は，各市から直接，代

表チームに渡され，内訳については代表チームに一任さ

れている。モニトリングで招く専門家の人選も代表チー

ムに一任されている。つまり文化局側は頻繁に練習会場

を訪れ，常に作品の出来具合を把握しようとするが，作

品の内容については一切口をはさまない。チームの創造

性を尊重しているからだ。

一方，顧問チームの役割は，王宮舞踊の保護・育成・

発展にある。具体的には開催要項を整え，作品制作に一

定の制限，目安を与えたり，モニトリングで作品にコメ

ントを述べる。開催要項，とくにテーマは，前年に上演

された作品，また近年の傾向を参考に練られる。よって

市文化局が代表チームの作品制作に意見を挟まないのに

対し，顧問チームは作品の方向性を整える役割を追って

いるといえる。

2008年ジョクジャカルタ市の作品

次にジョクジャカルタ市が上演した作品について記す。

彼らが選んだ題材は，1971年にジョクジャカルタで起

こった「スン・クニンSunKuning」の事件であった。

これはジャムー 売りの女性スンが数人の男性に暴行さ

れ，警察に訴えるのだが，相手側の男性に王家の血を引

く人物と，スハルト内閣の現役の大臣の息子が含まれて

いたため，うやむやにされた，という事件である。その

後，スンは周囲の目を憚り，名前を変え別の町に移り住

んだが，当の男性たちは相応の地位を得て暮らしている

ということである。

作品では事件の性格上，スンが暴行される場面が目を

引く。スン役の女性は暴漢たちに必死に抵抗した。暴行

後にはスンが身につけていたクバヤと呼ばれるブラウス

は破れ，髪も乱れていた。肌の露出度も高く，暴行場面

も長く感じられた。被害者であるスンの心を代弁する真

に迫った演技といえる。のどかな町の日常風景を描いた

場面があったものの，暴漢たちが登場してからは始終，

不穏な空気に包まれ，主役級の男女はともに感情の高ぶっ

た状態が続いていた。衣装は男たちの悪行を象徴する黒

と，スンを象徴する黄色で統一され斬新な印象を与えた。

スン・クニンのクニンkuningはインドネシア語で黄色

を意味する。

作品を王宮舞踊と比較するとどうだろうか。ジョクジャ

カルタの王宮舞踊は，直接的表現を嫌い，抽象的・象徴

的表現を好むことにある。たとえばグンドゥ・スカル

ngundhuhsekarという振りは，花を愛でるしぐさを表

現した極めて抽象的な表現である。たんに舞踊の技術を

学んだだけでは分からず，言葉で説明されないと分から

ない。オブラードにものを包んだ表現を好むジャワ人の

思考様式を反映しているのだろう。また男女の踊り手が

触れ合うことはタブー視されている。男女一組の舞踊で

も，互いに触れることはほとんど無く，退場するときに

軽く手首を合わせる程度である。これに対し，作品では

暴行場面は直接的に表現され，手下役の男がスンを押さ

えつけたり，抱えあげたりする場面もあった。またスン

は感情をあらわにし，事件を母親に打ち明けて泣き叫ん

だり，足を大きく開いたり，腰巻がひざ上までめくれ上

がる場面もあった。理想的なジャワ人女性のように，目

を伏し目がちにすることもなかった。これらの点でジョ

クジャカルタ市の作品は，直接的表現を多用し，踊り手

が互いに触れる場面が多く，ハルスな性格のものではな

かった。

作品がこういった性質を帯びることは，暴行事件を取

り上げる以上，事前に予想できる。では代表チームは，

なぜ敢えてスン・クニンを取り上げたのか。インタビュー

内容をまとめると，次のようになる。彼らは，スン・ク

ニンを取り上げることによって，社会的弱者が権力者の

犠牲となっている社会，正義が権力によって押さえつけ

られる社会に異を唱えたかった。今でもインドネシアで

は不条理なことが少なからず行われている。そういった

社会に嫌気が差しながらも，表立って批判できないやる

都市文化研究 16号 2014年

74



せなさを，スンドラタリを通して表現したかったという。

2008年の作品は，若者らしい正義感が先走った舞台だっ

たようだ。

作品をめぐる議論の内容

2009年度のフェスティバルの一環で，ワーク・ショッ

プが7月15日に開かれ私も参加した。ここで講師は，

各市代表チームに2008年のジョクジャカルタ市の作品

についてのコメントを求めた。以下は，そのとき出され

たコメントである。

バントゥール市：卑猥さはある程度まで認められるが，

昨年の作品は度を越していた。観客をより意識した作

品創作を心がけるべき。

スレマン市：演出家，振付家は下品さに対してコントロー

ルができていなかった。また演劇的要素が強く，クラ

イマックスもやりすぎていた。卑猥さが無ければ1位

にふさわしい作品だった。

グヌンキドゥル市：演出家は題材を選ぶ際に，もっとい

ろいろな角度から検討し，卑猥さや悲鳴を象徴的に表

現する方法について工夫する必要がある，と考えさせ

られる良い作品となった。

クロンプロゴ市：卑猥で倫理観に欠けていた。

どのチームも，暴行場面の表現方法を問題とした。逆

にそれ以外の点は指摘されなかった。さらに，題材は慎

重に選び，表現は象徴的にすべきだと，次回作への参考

とする意見も出た。

では代表チームの創造性を尊重してきた，ジョクジャ

カルタ市文化局の職員は，作品をどう評価しただろうか。

文化局職員は，2009年のワーク・ショップにおいて，

次のように語った。

「フェスティバルには評価対象となる倫理と美学があ

る。それらは我々のチームの評価を落とすことになった。」

彼は代表チームのメンバーが，王宮の倫理と美学を知

らないと，言っているのではない。代表チームのメンバー

は裏方に至るまで，王宮舞踊の優れた技量をもっている。

演出家は自ら，ある王宮舞踊グループの代表でもある。

また代表チームは本番前に，王家の墓参りに出かけてい

る。王宮舞踊を育んできた王家に敬意を表してのことで

ある。墓参りの車代は作品の制作費用から出している。

このコメントで文化局職員は，作品にハルスな側面，

「ジョクジャかるたらしさ」が足りなかったことを認め

たのだ。彼は次のように続けた。

「我々の作品は次の作品を創るうえでの貴重な指標と

なった。作品創りは必ず，あらゆる角度から検討する必

要があることを全員が学んだ。」

文化局職員の言うように，ジョクジャカルタ市の作品

を通して，参加者は作品創りに，客観的で幅広い視野が

必要であることを学んだ。実際，他市の代表者らは，ワー

ク・ショップは題材選びや王宮舞踊の価値観，観客を意

識した作品創り，つまり総合的な「ジョクジャカルタら

しさ」について考える良い機会となった，と述べていた。

題材選定の段階で，文化局職員も結果についての予想

はしていたはずである。それでもスン・クニンを取り上

げることを後押しした理由は何であったのか。彼の意見

は次のようであった。

「我々は他のどの市も，かつて試みなかった創造的な

作品を作り上げ提示した。その精神は尊重される。我々

は，我チームが優勝しようが何位であろうが問題としな

い。大切なのは若者に創造性のはけ口を提供することに

ある。」

市文化局としては，無難な題材を薦めて優勝するより，

若者たちの創造性を後押しすることを重視したのであっ

た。この姿勢は，代表チームとの話し合いや，諸事項の

決定過程でも貫かれていた。

ここに「ジョクジャカルタらしさ」を，さまざまに模

索し続ける意義がある。若者たちに半年間も作品制作に

費やす時間を与え，「ジョクジャカルタらしさ」の表現

方法を考えさせ，その審査結果がどうであれ，試行錯誤

し，新しい表現方法を創りだす過程こそが，王宮舞踊を

社会に適した方法で継承していくことになる。「ジョク

ジャカルタらしさ」を審査基準にしていれば，王宮舞踊

の品位やマナーも自然と継承される。

2009年のワーク・ショップで講師は次のように述べ

た。

「創造は若い世代の権利であるが，制限の無い絶対的

な自由，という創造の自由は無い。」

この言葉のように，2008年度のジョクジャカルタ市

の作品は，創造の自由の度合いが大きかった。好意的に

見れば彼らの作品は，若者らしい正義感に富み，新たな

表現方法を盛り込んだ意欲的な作品であったが，王宮舞

踊を基準にした評価方法では良い作品とは言えなかった。

しかしその作品をもとに，「ジョクジャカルタらしさ」

をもった表現方法を，さまざまに議論し，次年度の新た

「ジョクジャカルタらしさ」を模索する文化政策（岡部）

75



な作品創りを考えさせている点で意義があったといえる。

次年度のスンドラタリ・フェスティバル

作品は顧問チームが導き育成していく。2008年度の

作品の傾向は，次年度のフェスティバルの内容を考える

材料となる。2008年の作品は過熱気味であった。ワー

ク・ショップでは，クロンプロゴ市の作品も，為政者が

住民に重労働を強いる場面で，過熱していたと評価され

た。こういった作品の傾向を生んだ理由は，実行委員会

がテーマのみ与え，題材は自由に選べたことに一因があっ

た。題材が自由だと演出家は，話の筋を分かりやすく観

客に伝えることに注意をはらう。観客は，彼らが何を上

演するのか知らないからだ。そのためインパクトのある

演出も効果的になる。

こういった反省点から，2009年のテーマは，マハー

バーラタ物語から「ガトコチョの生涯」とされた。英雄

ガトコチョの生涯を，誕生から死まで5つに分け，5市

がくじで引いた部分を創作した。2009年の作品の特徴

は，衣装に見られた。ジョクジャカルタ特有の模様を，

大胆にデザインし直したり，通常の倍以上の長さの布を

用いて柄を引き立てる工夫が見られた。「ジョクジャカ

ルタらしさ」に富んだ衣装と好評であった。

これまでフェスティバルでは，2008年のように自由

題材にしたり，2009年のように題材を与えることを繰

り返されてきた。作品に革新的な傾向が見られてくると，

次は古典のテーマや題材が与えられ，王宮舞踊から行き

つ戻りつしながら，「ジョクジャカルタらしさ」の表現

方法が模索されてきた。こういった操作を行うのが顧問

チームの役割である。5章に記したようにナヨノらは，

王宮舞踊の継承のために，フェスティバルを操作できる

対象としたかった。これまで記してきたフェスティバル

の観察から，作品の傾向は顧問チームが操作しており，

「ジョクジャカルタらしさ」は作品の制作と議論によっ

て模索され続けているといえる。

まとめ

インドネシアの独立後，ジョクジャカルタの王宮舞踊

は，国家統一を目指した文化政策の対象とされた。その

理由のひとつは，スハルト大統領が王宮舞踊の権力の集

中と統一を象徴する側面を，自らの権力とだぶらせ，精

神的な支えにしたかったことにある。「ジョクジャカル

タらしさ」を代表する王宮舞踊は，品位とマナーを備え

た成熟した踊り手によってこそ踊られる。スンドラタリ・

フェスティバルで目指したのは，この品位とマナーの継

承の側面だった。これは独立前から続く王宮舞踊を学ぶ

本来の目的のひとつでもあり，踊り手たちが最も継承し

たかったものであった。ここでスハルト大統領と踊り手

たちの望みが一致した。スンドラタリ・フェスティバル

がスハルト政権崩壊という政変の前後で目的を変えず，

注目を集める舞踊コンテストであり続けている理由はこ

こにあった。これは王宮舞踊にとって幸運であったとも

いえるが，ある文化を継承するためには，その本来の目

的に立ち返る重要さを示した事例でもある。

スハルト大統領時代のジャワ文化の在り方について，

ペンバートンは，スラカルタ王家の事例から，文化の政

治利用を試みる政府と，それに抵抗する王宮と村人のモ

デルを提示している（Pembarton1994）。しかし本稿

で記してきたように，ジョクジャカルタ王家の芸術は，

政府の政策に同調しながら，王宮舞踊の内面を継承する，

という王宮舞踊の本来の目的の継承を実現してきた。こ

れは踊り手たちのしたたかな一面といえよう。スラカル

タ王家は，ジョクジャカルタ王家と王国の正統性を争っ

た関係にあり，両王家の体質の違いは，独立後の文化政

策に対する姿勢にも反映されていることが指摘できる。

ここにもジョクジャカルタの王宮舞踊の継承の特徴が見

いだせる。とはいえスンドラタリ・フェスティバルも，

「ジョクジャカルタらしさ」を継承した作品ばかりを生

み出している訳ではない。今後，フェスティバルでは，

さらに議論の場を充実させ，「ジョクジャカルタらしさ」

について語り，知り，考え，新たな表現方法を生み出し

続けていくことが必要だろう。

注
1.T.Suhartiに行ったインタビューより。2012年9月14日

2.インタビューは 2012年7月10日に行った。

3.Atikに行ったインタビューより。2012年8月17日

4.ワヤン・ウォンでは男性が女性役を演じる。

5.S.Kadarに行ったインタビューより。2010年2月18日

6.日刊紙KedaulatanRakyat2008年11月22日の記事から引用。

7.ジョクジャカルタ市には，王宮や芸術教育機関，私設の舞踊団

体の舞踊教師や，そこで学ぶ踊り手たちが多く住んでいるためで

ある。

8.日刊紙KedaulatanRakyat2008年11月9日より引用。
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ACulturalPolicythatGropesforaQualityof

Yogyakarta:SendratariFestival2008

MasamiOKABE

UndertheculturalpolicyinIndonesia,thecourtdanceinYogyakartaPalacehas

beeninheritedthroughaFestivalwithoutalteringitsorientationaftermajorpolitical

change.Inthispaper,Itrytorevealthatsystem.InIndonesia,aculturalpolicyto

replacefamilyawarenesswithregionalismfortheUnityoftheNationwastakenup

afterindependence.TheGovernmentencouragedregionstocreateahighqualitycul-

turewithatasteofeachstate.InYogyakarta,historicmonumentsandcourtdance

wereelectedasrepresentativecultureofthestate.Itispossibletodeterminethat

PresidentSuhartoneededtheJavaneseideaofthepowertheofthecourtdance.The

courtdancersthoughtthat・thetasteofYogyakarta・wasthesophisticatedspiritof

thedancers,andtheytriedtoinherititsaim throughSendratariFestival.Onthis

point,namelyinheritingtheoriginalpurposeofthecourtdance,theaimofPresident

Suhartoandthedancersmet.

AttheSendratariFestival,dancerscontinuetotrytogropefor・thetasteof

Yogyakarta・bycontrollingthetendencyoftheworksthroughanadviserteam,and

creatingworksandthediscussionofworks.TheSendratariworksintheFestivalof

2008weretooexcited,and・thetasteofYogyakarta・waspoor.Soaclassicthemewas

givenin2009,andworkswereclosetothecourtdance.Thiscasestudyshowsthatwe

shouldharkbacktotheoriginalpurposeofculturetoinheritit.

Keywords：aqualityofYogyakarta,CulturalPolicy,creativity,courtdance,Sendratari


